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A  seminal  event,  then:  timely  tonic  to  anyone  mistakenly  mistrustful  of  academia,  
or  fearful  that  Iris  is  ‘out  of  vogue’.  She’s  not.  There  was  nothing  not  to  love,  lots  
to  admire  and  inspire.  Anne  Rowe  rightly  remarked  that  ‘a  Murdoch  conference  has  a  
unique  atmosphere’.  It’s  an  intellectually-driven  oasis  of  oneness,  noble  and  welcoming,  a  
world  removed  from  the  reductive  dryness  and  risible  academic  one-upmanship  of  many  
Eng.  Lit.  conferences.  We  fortunate  delegates  left  Oxford  enlightened,  with  information  
and  confidence  to  initiate  studies  of  which  Iris  herself  might  even  have  approved.  We  will  
look  forward  to  the  2021  UK  conference.  And  love  will  be  the  landing.

特別寄稿

コートールド美術館展と愛の無情

榎本　眞理子

資本主義の終焉、「未来への大分岐」の時代。
それが今である。ホモサピエンスのサバイバルを
可能にした重要な要素の一つ、共感能力がヒトの
うちで衰えつつあるのは、一握りの人間が世界の
富の殆どを占有していることからも明らかであ
る。エマニュエル・トッドはそれを「狂気」と呼
んだ。
そんな時代を予見して警鐘をならすかのよう
に、マードックの『ジャクソンのディレンマ』の
ジャクソンは西洋近代の知とは無縁の、癒しを与
える存在である。これはつとに平井杏子氏が指摘
している通りであるが、その原型は案外『鐘』の
ドーラあたりかも知れない。
冷え込んだ秋のある日、コートールド美術館展
に出かけた。ドーラがどんな絵を見ていたのか知
りたかったのである。当時評価の高くなかった後
期印象派の絵をいくつも購入したコートールドは
大した人だったのだろう。ロジャー・フライのポ
スターと手紙の展示も興味深かった。
今回発見したことの一つは小型版『草上の昼
食』（習作）が、オルセーのものに比べてあっさ
りした塗りであること、もう一つは『フォリー =
ベルジェールのバー』のカウンターにバスペー
ルエールが2本も並んでいることだ。バスペール
エールの瓶には赤い三角形が描かれている。三角

形と言えばセザンヌの山を思い出すが、三角など
幾何学的な形状についての記述はウルフの『波』
にも出てくる。そしてウルフとロジャー・フライ
は極めて親交が深かった。
話は変わるが、英文学の卒論指導をしていると

数年に一人ずつ『十二夜』にはまる学生がいた。
ヴァイオラの男装した人物・シザーリオにほれ込
んだオリヴィアは彼女の双子の兄セバスチャンを
シザーリオと思い込み、結婚するのである。いく
ら姿かたちが瓜二つ（二卵性には珍しい）とはい
え、別人である。このように恋する相手があっさ
り変わることはシェイクスピア作品のあちこちに
見られる。この点マードックも共通なのが面白
い。このことは、実は恋愛の本質と深い関係があ
るのではないか。2017年、フィオナさんの研究発
表の司会をしていてそんな考えがひらめいた。恋
愛とは相手がその人であることに執着することで
あり、その愛の相手が変わる、或いは死んだから
と言って代わりを見つけるのは、おかしな話であ
る。だが愛とは相手の存在に恋い焦がれ、自らが
その人になりたいと希求することでもある。とす
ればそこでは恐らく個別性は影をひそめることだ
ろう。恋の相手の個別性への限りない執着と、個
別性を超えた地平に現れる対象の真髄への無限の
憧れと。その相反する二面性を兼ね備えている、
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それが「真の恋」というものだろう。もっとも、
恋に本物だの偽物だのというのは野暮の骨頂かも
しれないが。
個別性への憧れと、相手の中に垣間見えるイデ
ア的な善 =美への渇望との同時存在。とすれば恋
とはもともと内部に大きな矛盾を孕まざるを得な
いものであり、時々刻々広がりゆく亀裂に耐えて
瞬間の充実を求める、そういうものなのであり、
それを描いたのがシェイクスピアであり、マー
ドックであり、紫式部なのではないだろうか。
「イデアの世界近くに留まる人びとは、愛する
人のうちに肉体の美のみならず魂の美も見ること
が出来る」と「愛とビジョン―マードックのエロ
スと個別性」（Iris  Murdoch  and  the  Search  for  
Human  Goodness所収）の中でナスバウムは言

う。これが恋愛における「天にも昇る心地」の正
体であり、ここでも個別性と普遍性の同時存在が
見られる。
愛はイデア的には光輝くものであっても、現実
世界に落とし込めば怜悧な刃物のように人を刺し
て止まない。それでも、いやそれだからこそ人は
恋愛に憧れるのだろう。過ぎ去りゆく瞬間の中
で、生きている実感をひりひりと生身に刻み付け
る何かが襲ってくるのを耐え忍ぶ、恋とはそうい
う体験であるのだから。
それはある程度まで若さ―いくつになっても

「私は心は若い」などと言いたがる人もいるので、
実年齢かどうかは問わない―の特権であり、一方
年を取ることの快楽は、上述のようなことを恥ず
かしげもなく語れることであろう。

第 21回大会報告記

中　窪　　　靖

10月26日（土）明治学院大学において、第21回
日本アイリス・マードック学会が開催された。当
日は4つの研究発表と、1つの特別講演が行われ
た。中でも、今年がマードック生誕100年に当た
る記念の大会となるため、第一線でマードック研
究を牽引してこられたアン・ロウ先生を特別講演
の演者として招聘した。また、もう一人、神学の
研究者であるキム・ジンヒョク先生を韓国より招
聘した。いずれも、ポール・ハラー会長のご尽力
のおかげで実現にこぎつけたものである。
まず、研究発表であるが、いずれも刺激的な内
容であった。一つ目の「A  Severed  Headにおけ
る錯綜する愛」では、作品の中の複雑な人間関係
を、近親相姦を中心に解き明かそうとする試みで
あった。その中心におかれたのは、エディプスコ
ンプレックスと、この作品のタイトルにもなって
いる「切られた首」の象徴である。二つ目の「ア
イリス・マードックの作品に読むブロンテ的要
素」では、一見関連が薄いように見えるマードッ
クとブロンテ姉妹との関係をストーンマンとガ
ナー＝ラウスという二人の批評家の論述を基に解

き明かそうとした。三つ目の「Murdoch  and  the  
classics:  a  reading  of  An  Accidental  Man」では、
フィオナ・トムキンソン先生の原稿を代読する試
みを、ウェンディ中西先生が買って出て下さり、
これまでにない研究発表が実現した。トムキンソ
ン先生は極めてユニークな発想で An  Accidental  
Manを分析してみせた。一見したところ、その
中にギリシャの哲学・ギリシャ演劇の要素を見る
のは難しい。しかしながら、Jackson’s  Dilemma
の中で語られる「書物とは、少なからず古代世
界の息吹きの中にどっぷりとつかっているもの
だ」という言葉を手掛かりに、筆者はこのユ
ニークな分析を展開した。四つ目の「Seeing  the  
Beauty  of  the  Divine:  A  Murdochian  Approach  
to  Religious  Art  with  Special  Attention  to  
Iconography」では、神学でいうところの図像学
の視点で、マードック哲学を分析してみせた。
マードックの芸術と宗教と道徳とからなる形而上
学は、たとえ彼女がキリスト教徒のように図像学
に関心を向けていないことを差し引いても、現代
に生きる我々が宗教芸術を理解する手掛かりを与


